
真
宗

に
お
け
る
他
力
義

に

つ
い
て

(
林
)

真
宗
に
お
け
る
他
力
義
に
つ
い
て

林

智

康

現
在

「
他
力
」

と
い
う
語
は
、

一
般
世
間
に
お

い
て
は
大
変
歪
曲
さ
れ
た
意

味

で
使

わ
れ
て
い
る
。
「
他
力
本
願
」
で
は
な
く

「
自
力
本
願
」

で
な
く

て
は
難

局
を
の
り
き
れ
な

い
と
か
、
「
他
力
優
勝
」
し
か
可
能
性
が
な

い
と

い
う
よ
う
な
、

い
わ
ゆ
る

「
他
力
」
を

「
他
人

の
力
」
、
「
依
存
主
義
」
、
「
無
力
」

の
意
味

で
政

界
や

ス
ポ

ー
ツ
界
等

で
使
わ
れ

て
い
る
。

そ
の
上

「
自
力
本
願
」
と

い
う
、

経

論
釈

に
全
く
意
味

の
無

い
珍
語
ま

で
作

り
出
し

て
い
る

の
で
あ
る
。

な
ぜ

こ
の

よ
う
に

「
他
力
」

の
語
は
、

本
来

の
意
味
か
ら
異

つ
た
使

い
方
が
さ
れ
る
よ
う

に
な

つ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

第

二
に
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
、

本
来
仏
道
実
践

の

上

で
語
る

「
自
力
」
や

「
他
力
」

の
宗
教
用
語

の
真
意
を
考
え
な

い
で
、
日
常

生
活

の
上

で
そ

の
字
句

の
表
面
的
な
意
味
を
用

い
て
き
た

こ
と
に
よ
る
o
次
に

第
二
に
、
浄

土
教

の
流
れ
が
易
行
道
↓
他
力
↓
浄
土
門

で
あ
る
と
す
る
真
宗
教

判
論
に
対
す
る
誤
ま

つ
た
理
解
か
ら
生
じ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
o
他
力
は
安
易

な
道
で
あ
り
、

現
世
を
厭
う

て
浄
土
に
逃
避
す
る
消
極
的
な
教
え

で
あ
る
と
誤

解
さ
れ
て
き
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
第
三
に
、

現
代

の
思
想
や
現
代
人

の

も

の
の
考
え
方
と

の
ズ

レ
に
そ

の
原
因

が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

自
我
中
心
、

実

証
主
義
、

知
性
第

一
主
義

の
現
代
人
に
と

つ
て
は
、

仏
力
、

本
願
力
、

他
力

の

教
え
を
受
け
入
れ

る
素
地
が
稀
薄

で
あ
る
o

以
上
三
点

の
理
由
を
押

さ
え
て
、

さ
ら
に
他
力

の
真
意
を
考
察

し
て
み
よ
う
。

「『大
無
量
寿
経
』
之
宗
致
、
他
力
真
宗
之
正
意
し
(行
巻
)
、「横
超
者
、
憶
二

念
本
願

一離
二
自

力
之

心
嚇
是

名
二
横

超

他
力
殉
斯
乃
真
宗
也
。
」
(
化
巻
本
)
、

「
横
と
超
は
す

な
わ
ち
他

力
真
宗

の
本
意
な
り
」

(銘
文
略
)
、
「
そ
の
廻
心
は
、

日
ご
ろ
本
願
他
力
真
宗

を
し
ら
ざ
る
ひ
と
、
弥
陀

の
智
慧
を
た

ま

は

り

て
」
、

と
い
う
よ
う
に

「
他
力
」

の
語
は

「
真
宗
」

の
語
と

二
緒

に
使

わ
れ
て

い
る
。

従

つ
て
真
宗

の
教
え
に
お

い
て
、

こ
の
他
力
思
想
は
重
要
な
意
味

を
持

つ
も
の

と
思

わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
本
来

の

「
他
力
」

の
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

他
力

と
は
俗
に
用
い
ら
れ
る

「
他
人

の
力
」
の
意
で
は
な
く
、
「
言
二
他
力

一者
、

如
来
本
願
力
也
。
」
(
行
巻
)

と
言

わ
れ
る
よ
う
に
阿
弥
陀
仏

の
衆
生
救
済

の
力

用
で
あ

る
。

こ
の

「
他
力
」

の
語
は
浄

土
教

に
お
い
て
は
曇

鷺

の

『
論
註
』
に

初
め
て
で
て
く

る
が
、

曇
鷺
は

こ
の
語
を
菩
提
流
支

の
訳
か
ら
う
け
る
。

魏

の

菩
提
流
支

訳
出

の

『
入
樗
伽
経
』
巻
九
、
巻
十
、
『
大
薩
遮
尼
乾
子
所
問
経
』
巻

四
、
『
十
地
経
論
』
巻

一
、
『
大
宝
積
経
論
』
巻

一
、
等

の
諸
経
論

に

「
他

力
」

の

語

が
み
ら
れ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
使

わ
れ
る
意
味

は
、
広
く
自
力
行

の
上
に
加

わ
る
仏

・
菩
薩

の
加
被

力
や
加
護

で
あ
り
、

真
宗
の
他

力
義

と
は
異

る
。

真
宗

の
他
力
義
は
、
『
大
経
』
の

「
其
仏
本
願
力
」
、
『
浄
土
論
』

の

「
観
仏
本

願
力
」
を
う
け

て
、
曇

鷺

の

『
論
註
』
に
お
い
て
詳
細
さ
れ
て

い
る
。

『
論
註
』

の
冒
頭

に
、
竜
樹

の

『
十
住
毘
婆
沙
論
』
(易

行
品
)
を
引

い
て
、
菩

薩
が
初
地

不
退
の
位
を
得
る

二
通
り

の
道

(
難
易
二
道
判
)

を
出
す
。

そ
し

て
難
行
道
に

つ
い
て
五
難

の
相
を
示
し
、

第
五
に

「唯

是
自
力
無
二
他
力
持
ご

と
述

べ
る
。

こ
れ
は
単

に
五
難

の

一
つ
と
し
て
で
は
な
く
、

五
難
を
総
結
す
る
意
味

で
用

い

ら
れ
て
い
る

そ
れ
は
上
の
四
難
を
う
け

て

「唯
是

」
と
述

べ
る
言
葉

か
ら

と
、

次

の

「易

行
道
者
、

但

以
二信

仏
因
縁

一願
レ
生
二
浄
土
鱒
乗
二仏
願

力
一便

得
三
往
二

生
彼
清
浄

土

こ

と
、
易
行
道
は
仏
願
力
に
よ

つ
て
浄

土
に
往
生
す
る
道
で
あ
る

と
述

べ
る
と
こ
ろ
か
ら
推

察
さ
れ
る

す

な
わ
ち
竜
樹

の
難
易
二
道

判
は
、
難

易
と
も
機

の
所
修
に

つ
い
て
語
り
、

行
の
多
少
、

修
行

の
時
節

の
長
短
等
に
よ
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っ
て
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

曇
鷺
に
お
い
て
は
、

自
力
に
よ

つ
て
行
う

の

は
難
行
道

で
あ
り
、

他
力
に
よ

つ
て
行
う

の
は
易
行
道
で
あ
る
o
続

い
て

『
論

註
』
巻
下

の
霰
求
其
本
釈
に
、

「
他
利
之
与
二利
他

一談
有
二
左
右
鱒
若
自

仏
而
言

宜
レ
言
二利
他

ハ自
衆
生
而
言
宜
レ
言
二
他
利
幻今
将
レ
談
二
仏
カ

一是

故
以
二利

他

二言
レ

之
。
当
レ
知
此
意
也
。

凡
是
生
二
彼
浄

土

一及
彼
菩
薩
人
天
所
起

諸
行
皆
縁

二
阿
弥

陀
如
来
本
願
力

二故
。
」
と
他
利
利
他

の
深
義
に
よ

つ
て
他
力
義

を
示
し

て
い
る
。

す
な
わ
ち
他
利

は
衆
生
が
仏
に
利

せ
ら
れ
る
と
い
う
意
味

で
、
衆
生

の
上
に
お

い
て
い
う
従

生
向
仏

の
見
方

で
あ
る
。

又
利
他
は
他

の
衆
生
を
仏
が
利
す

る
事

で
、
仏
力
を
表

わ
す
従
仏
向

生
の
見
方

で
あ
る
。

さ
ら
に
三
願
的
証
を
述

べ
た

後
、

「
以
レ
斯
而
推
二
他
力

}為

二増

上
縁

↓
得
レ
不
レ
然
乎
。

当
三
復
引
レ
例

示
二自

力

り

 

他
力
相
殉
如

人
畏
三
二
塗

一故
受
二
持
禁
戒

哨
受
二持
禁

戒

一故

能

修
二
禅

定

噛
以
二

禅

定
一故
修

二習
神
道

嚇
以
二
神
通

一故
能
遊
二
四
天

下

↓
如
レ
是

等

名

為
二
自
力

嚇

又
如
下
劣
夫
跨
レ
騙
不
レ
上
従

二転
輪

王
行

↓
便
乗
二虚
空

一遊
二
四
天
下

一無
占
所
二郵

尋

↓
如
レ是
等
名
為

二他

力
ご

と
自

己
の
力

で
禁
戒

を
受
持

し
、
禅

定

を
修

し

神
通
力
を
修
習

し
て
四
天
下

に
遊
ぶ

の
自
力
と

い
い
、

こ
れ
に
対

し
て
劣

夫
が

転
輪

王
の
行

に
従

い
、
虚
空

に
乗
じ

て
四
天
下
に
遊

ぶ
こ
と
が
で
き

る
の
を
他

力
と
い
う
。

こ
の
文

に
続
く

「
愚
哉
後
之
学
者
、
聞
二
他
力
可

フ
乗
当
レ
生
二
信
心
{

勿

二自
局
分

一也
。
」

と
い
う
言
葉
は
、

後

の
親
黛
教
学

に
お
け

る
他

力

の
信

に

影

響
す

る
も

の
と
思

わ
れ
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら

『
論
註
』

は
全
体

が
他
力

の

教
え

で

一
貫
さ
れ

て
い
る

と
言

つ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

さ

て
親
攣

の
著
述
に
お
け

る

「
他
力
」

の
語
を
見

て
み

よ

う
o
「
竪

超
、

竪

出

(中
略
)

歴
劫
迂
廻

之
菩
提

心
、
自

力
金
剛
心
、
(
中
略
)
横
出
者
、
正
雑

・

定
散
他
力
中
之
自
力
菩
提

心
也
。
横
超
者
、

斯
乃
願
力
廻
向
之
信
楽
、
」
(
信
巻

本
)
、
「
於
二
此
界
中

一
入
聖
得
果
、

名

二
聖
道

門

嚇
云
二
難

行

道

嚇
(
中
略
)

則
是

自
力
、
利
他
教
化
地
、
方
便
権
門
之
道
路
也
。
(中
略
)
於
二安
養
浄
刹
一入
聖

証
果
、
名
二
浄
土
門
↓
云
二
易
行
道

鱒
(
中
略
)

横
出
漸
教
、
定
散
三
福
、

三
輩
九

晶
、
自
力
仮
門
也
。

横

超

者
、

憶

二念

本

願

↓
離
二自
力
之
心

{
是
名
二
横
超
他

力

一也
。
L

(化
巻
本
)
、
「
横
超

如
来

誓

願
他
力
也

横
出
他
力
中
之
自
力

定

散
諸
行
」
(愚
禿
紗
巻
下
)

と
諸
文

に
見
ら
れ
、

親
鷺

の
他
力
義
は

大

き

く

二

つ
に
分
け

ら
れ
る
。

一
っ
は
難

行
道

聖
道
門
を
自
力
と
し
、
易
行
道
浄

土
門
を

他
力
と
す

る
場
合
、

他

の

一
つ
は
浄

土
門
内

の
要
真
二
門

の
雑
行
雑
修
を
他
力

中

の
自
力
と
し
、
弘
願
第

十
八
願
を
他
力

と
す
る
場
合

で
あ

る
。

こ
の
二
種
の

他
力
中
、
親
鷺
が
往

生

の
因

法
に

つ
い
て
他
力
と
言
う

の

は
後

者

の
意

で
あ

る

親
鷺

が
真
仮
対
弁

(
弘
願
真
実
と
要
真

二
門
方
便
)

に
い
か
に
心
血
を
注

い
だ
か
は
、
『
教
行
信
証
』

を
は
じ
め
そ
の
著
述

の
い
た
る
と
こ
ろ

に
窺

わ

れ

る
。
特
に
晩
年

の
和
語

の
著
述
に
お

い
て
、
「
他
力

の
申
の
自
力
」
(
末
灯
紗
、
三

経
往
生
文
類
)
を
究

明
し
、

他
力
と
は

「
義

な
き
を
義

と
す
」

(末
灯
砂
、

正

像
末
和
讃
、

銘

文
、
二
種

廻
向
文
)
、
「
は
か
ら
い
な
き
事
」
(末
灯
砂
、

御
消
息

集
)
、
「
自
然
」
(
末
灯

妙
、

正
像
末
和
讃
)
で
あ
る
と
繰

り
返

し
述

べ
て
い
る

他
力
を
単

に

「
他

な
る
力
」
、「
こ

の
存

在
に
対
し
て
も
う

一
っ
の
彼

の
存
在

」

と
他
者
的
に
考

え
た
り
、

又
自
力

の
延
長
線

上
や
、

そ
の
究

極
に
お
い
て
求

め

ら
れ
る
も

の
と
考

え
て
は
な
ら
な

い

そ
れ
は
同
質
的
な
も

の
の
上
に
自

他
の

対

立
を
み
る
に
す
ぎ
な

い

こ
の
自
他

の
分
別

(
人
間

の
意
識
)

を
超

え
た
と

こ
ろ
に
他
力
が
生
じ
る

の
で
あ
る
。

他
力
は
自
力

心
を
離
れ
る
時
、

す
な
わ
ち

我

々
の

一
切

の
は
か
ら

い
が
無

に
な
る
時
に
、
我

々
の
主
体

の
上
に
現
前
す
る

救
済
の
必
然
性
、
絶
対
性

そ
の
も

の
で
あ
る
。
「
摂
取
不
レ
捨
、
故
名
二
阿
弥
陀
仏

哨

是
名
二他
力

こ

(
行
巻
)

の
文
は
こ
れ
を
示
す
。

さ
ら

に
他
力

は
現
実

の
迷

え

る
衆
生
に
お
い
て
は
、

「
他
力
回
向

の
信

心
」
、
「
た
ま
わ
り

た

る
信

心
」

と

い

わ
れ
る
如
く
、
「
他

力
信
」
と
し

て
展
開
さ
れ
て
く
る

の
で
あ

る
。
拙
論

「教
行

信
証
に
お
け
る
論
註

の
引
用

に

つ
い
て
」
(
宗
学
院
論
集
第

四
五
号
)
参

照
。

真

宗
に
お
け
る
他
力
義
に

つ
い
て

(
林
)
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